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差別の解消及び権利擁護の推進 

 

１ 基本方針  

平成２５年６月に、障害者基本法第４条の差別の禁止の規定を具体化した法律であり、障害

を理由とする差別等の権利侵害の行為の禁止や必要かつ合理的な範囲の社会的障壁の除去を怠

ることによる権利侵害を防止するなど、差別を解消するための措置について定められた障害者

差別解消法が成立しました。 

障害の有無によって分け隔てられることなく，だれもが個人としての尊厳が重んじられ共生

できる社会の実現のためには，障害を理由とする権利利益の侵害の禁止や必要かつ合理的な範

囲の社会的障壁を取り除くための配慮を行うなどの差別の解消を推進していく必要があります。 

平成２３年６月に、虐待を受けた障害のある人に対する保護、養護者に対する支援のための

措置等を定めることにより、障害者虐待の防止等に関する施策を推進し、障害のある人の権利

利益の擁護に資することを目的とした障害者虐待防止法が成立しました。 

障害のある人に対する虐待は、個人の尊厳を害するものであり、障害のある人の自立及び社

会参加のためには、障害のある人への虐待を防止することが極めて重要です。 

障害のある人の保護、自立の支援並びに財産上の不当取引による被害の防止及び救済を図る

ためにも、成年後見制度についての利用を推進していくなどの権利擁護を推進する必要があり

ます。 

市が行政サービス等において差別の解消のを推進のするための合理的な配慮を率先して行っ

ていくことが、社会全体での差別の解消の推進のための合理的な配慮の推進につながってまい

ります。 

そのため、次の課題に沿って、必要な施策を推進します。 

 

（１）差別の解消及び権利擁護の推進 

（２）行政サービス等における配慮 
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２ 現状と施策の方向性について 

 

課題（１）差別の解消及び権利擁護の推進 

項目 現状 施策の方向性 

１．障害者差別解消法施行に向

けての取り組み 

 

 

障害者差別解消法について

は、平成２８年４月１日に施行

されることとなっており、国の

動向についての情報収集を行っ

ています。 

 国の動向を踏まえ、障害者差

別解消法施行に向けた取り組み

を行っていきます。 

 [担当課] 

障害福祉課 

２．権利擁護体制の検討 

 

船橋市自立支援協議会にて権

利擁護体制の検討を行っていま

す。 

 

 引き続き、権利擁護体制の検

討を行っていきます。 

[担当課] 

障害福祉課 

 

 

３．障害者虐待防止ネットワー

クによる権利擁護の推進 

 

 船橋市自立支援協議会・虐待

防止対応連絡会議・個別ケース

会議の３階層の虐待防止ネット

ワークを構築することにより障

害者虐待防止のための関係機関

との連携協力を図っています。 

 

 引き続き、障害者虐待防止ネ

ットワークによる障害者虐待防

止のための連携協力を行ってい

きます。 

[担当課] 

障害福祉課 

 

 

４．高齢者・児童虐待防止部門

との連携の推進 

 

 障害者虐待防止のため高齢

者・児童の虐待防止部門との連

携を図っています。 

 

 引き続き、高齢者・児童の虐

待防止部門との連携を図ること

により、障害者虐待防止を推進

してきます。 

[担当課] 

保健所 

包括支援課 

障害福祉課 

児童家庭課 

療育支援課 
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項目 現状 施策の方向性 

５．障害者虐待防止センターに

よる権利擁護の推進 

 

 障害者虐待防止センターに

て、虐待に関する通報の受付・

相談を行うことにより、障害者

虐待の早期発見・予防に取り組

んでいます。 

 

 引き続き、障害者虐待防止セ

ンターによる取組を推進するこ

とにより、障害者虐待の早期発

見・予防に取り組んでいきます。 

[担当課] 

障害福祉課 

 

 

６．成年後見制度の利用の推進 

 

①必要となる費用を負担するこ

とが困難である人に対し、後見

人等の報酬等の全部又は一部を

助成することにより成年後見制

度の利用を推進しています。 

 

①引き続き、必要となる費用を

負担することが困難である人に

対しその費用の全部又は一部を

助成することにより成年後見制

度の利用を推進していきます。 

[担当課] 

保健所 

障害福祉課 

 

 ②船橋市障害者成年後見支援セ

ンターにて、障害者の法人後見

等の受託や、障害者及びその家

族に対して成年後見制度を利用

するにあたっての電話相談等を

行うことにより成年後見制度の

利用を推進しています。 

 

②引き続き、船橋市障害者成年

後見支援センターによる法人後

見等の受託や成年後見制度に関

する電話相談等による成年後見

制度の利用を推進していきま

す。 

[担当課] 

障害福祉課 

 

７．ふなばし高齢者等権利擁護

センターの利用の推進 

 

 市社会福祉協議会が設置して

いるふなばし高齢者等権利擁護

センターにて、権利擁護事業と

して、判断能力が十分でない人

に対し、福祉サービスの利用援

助、日常的な金銭管理などの支

援を行っており、その利用につ

いて推進しています。 

 引き続き、ふなばし高齢者等

権利擁護センターの利用を推進

していきます。 

［担当課］ 

地域福祉課 

 



各論 第７章 差別の解消及び権利擁護の推進 

 

 - 4 - 

項目 現状 施策の方向性 

８．心のバリアフリー化の推進 

 

 

 

各学校において、人権教育、

道徳教育、総合的な学習の時間

などを通して、心のバリアフリ

ーについて理解を進めていま

す。 

 また、市民のための講演会を

開催し、障害の知識と理解を深

めています。 

心のバリアフリー化の推進の

ため、地域において学習の機会

を設けるとともに、専門知識を

有する福祉事業所等による情報

発信を促進し、市民の理解を深

めていきます。 

[担当課] 

保健予防課 

障害福祉課 

療育支援課 

指導課 

社会教育課 

 

課題（２）行政サービス等における配慮 

項目 現状 施策の方向性 

１．職員への障害及び障害のあ

る人に関する理解の促進 

 

①障害及び障害のある人に関す

る理解の促進のため、個別での

研修を行っています。 

 

①障害及び障害のある人に関す

る理解のための全庁的な取組に

ついて推進していきます。 

［担当課］ 

障害福祉課 

 

 

 

 ②新規採用職員研修時に人権に

ついての講話の時間を設けると

ともに、車いすや視覚障害者体

験の実施、障害者施設を含む福

祉施設での実施地体験を通じ

て、職員への障害及び障害のあ

る人に関する理解の促進を図っ

ています。 

 

 

 

②引き続き、新規採用職員研修

のその科目の中で、障害及び障

害のある人に関する理解の促進

を図っていきます。 

［担当課］ 

職員課 
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項目 現状 施策の方向性 

２．事業の実施における合理的

な配慮の推進 

 

事業の実施における障害及び

障害のある人に対する配慮につ

いて、個別に推進を行っていま

す。 

 事業の実施における障害及び

障害のある人に対する配慮につ

いて、個別で行っている取組を

拡大していくよう推進していき

ます。 

［担当課］ 

障害福祉課 

 

３．選挙における障害のある人

への配慮の推進 

 

投票所のバリアフリーなど投

票環境の改善に努めています。 

 

 投票環境の更なる向上及び障

害のある人への配慮ある対応を

図っていきます。 

［担当課］ 

選挙管理委員会事務局 

 

４．市議会の傍聴における障害

のある人への配慮の推進 

 

本会議傍聴席において車いす

専用席の設置や手話通訳者の派

遣を行っています。 

 

 引き続き、市議会の傍聴にお

ける障害のある人への配慮を推

進していきます。 

［担当課］ 

議会事務局 

 

 


